
4．未婚者の生活と意識一若者たちを取り巻く状況と意識－  

（1）親との同居と就業の状況  

未婚者の親との同居率は横這い   

親と同居する未婚者の割合（同居率）は、男性では第11回調査（1997年）から第12回調査（2002年）   
にかけて上昇を示したが、今回調査ではおおむね横這いとなった。女性では年齢により異なる傾  
向がみられ、18～19歳の同居率が減少する一方で、従来低かった30～34歳の同居率が上昇する傾   
向がみられる。  

表4－1 調査・年齢別にみた、親と同居する未婚者の割合  

【男 性】  

、＿＿、【j∵性】  

65．1  
76．5  
81．8  
79．3   

（1987年）   

83．7％  80．1  73．2   
84．7  77．6  78．2   
79．4  78，9  80．0   

69．2   64．8    70．0  
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69．1  74．4  

76．4   

70．2   65．2  
注：父母のどちらかと同居していれば「同居」とした。   

就業の状況により見なる未婚男性の親との同居率   

就業の状況別に親との同居率の違いをみると、男性の場合「パート・アルバイト」「自営・家  

族従業等」「無職・家事」で高く（80％台）、「正規の職員」「学生」で低い（60％台）。女性では  

「学生」を別にすると就業の状況による同居率の差は小さいが、相対的に「無職・家事」「パー  
ト・アルバイト」で高く、「正規の職員」「自営・家族従業等」で低い傾向が見られる（表4－2、  

図4－1）。  

表4－2 調査・就業の状況別にみた、親と同居する未婚者の割合  

【男 性】  
第8回調査  第10回  第11回  第13回  

（2005年）  

第12回  

（2002年）  
就業の状況  

正規雇用  
自営・家族従業等  
派遣・嘱託  

げ－ト・アル八●ィト  

無職・家事  
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注：対象は、柑～34歳の未婚者。父母のどちらかと同居していれば「同居」とした。   
派遣・嘱託の区分は第12回調査以降で追加。就業の状況の構成については付表5（巻末）参照。  
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図4－1調査・就業の状況別にみた、親と同居する未婚者の割合  
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注：本国は表4－2をグラフとして表したもの。数値は表4－2を参照。  

（2）女性の健康   

未婚女性の5人に一人が問題を抱える   

妊娠や出産にかかわる健康について、18歳～34歳の未婚女性の5人に1人（19．3％）が  
表中に示されるような問題や障害を感じていることがわかった。最も多いのは月経にか  

かわる問題であるが（15．0％）、30歳代では婦人科系の障害や不妊を心配する女性が多く  
なっている。  

表4－3 年齢別にみた、未婚女性の妊娠・出産にかかわる健康状態  
▲‾’■‾‾‾－‾ 

「一  H   
何 （複数回答）  

障左 書記  言1    ら  題月  あ婦  更   る性  不】二“  
か  が経  る人  年   
の  あ〈  科  期   活  の  産  なよ  

年齢 

書総数（標本数）  理  の  害   生  妊  】流  はの  

【  
が  障  が   題  が  す   間  
あ   に  害  あ   が  あ  い   題  
る   開  が  る   あ  る  や   

総数（18～49歳）   100．0％（3，583）  20．4％  14．2  4．5  0．8  0．6  2．8    64．9  14．8   

総数（18～34歳）   100．0％（3，064）  19．3％  15．0  3．7  0．2  0．5  2．8  ‖  66．1  14．6   

100．0％ （541）   14．4％ 12．9 1．3    0．0  0．0   1．7    71．7  13．9   

100．0 （1，187）   19．6 16．3  3．0    0．0  0．6   2．0  

65．7  14．7   
30～34歳  

9．3    2．5  0．6   l．9    61．5  16．8   18～19歳                            20～24歳                            25～29歳     100．0  は34）   21．115．5  4．4    0．1 0．8   4．0    64．4  14．5       100．0 （502）   20．9 13．2  6．6    1．0  0．2   3．8    63．8  15．3  35～39歳     100．0 （255）   23．9 10．2  8．6    0．8  0．8   4．3    57．7  18．4  40～44歳  巨100．0 （161）   21．7  6．8                   華二些冬▼▼▼¶1．＿】〟塑二β．〉．＿（103）   39．8111．7 11．7    16．5 1．9   1．9    51．5  8．7   
（琴考）夫婦調度に†5け今更 

軋5＋只 7  n ■  17 ・ll■  乙1‡5■】】llli7 1l■ l；． 1l， ．L8 1X7  Z 7 1ill】ll  
総数ほ0歳未満）100．0％（5．932）  

総数（35歳未満）lOO・0％（1，916）  

注：対象は上記年齢層の未婚女性。婦人科系の障害とは、排卵障害、卵巣嚢腫、子宮筋腫、子宮内膜症、感染症な  
どを含む。選択肢「その他」は掲載を省略。参考表における妻の結果は初婚どうし夫婦について。夫婦調査では   
「不妊の心配」については別の設問で訊いており、この設問では、代わりに「流産しやすい」という項目が入っ  

ている。  
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（3）結婚・家族に関する意識と評価   

結婚・豪族を支持する意識に復調が見られる   

未婚者の結婚・家族に対する意識は、全般に独身でいることを肯定する意識がゆらぎ、家  
族・結婚を支持する意識に復調が見られる。①生涯独身はよくない、②同棲するなら結婚すべ  
き、⑥結婚に犠牲は当然、⑧子どもは持つべき、⑩離婚は避けるべき、などで支持が増えてい  

る。しかし、⑦夫は仕事、妻は家庭、と考える人は継続的に減少しており、⑤結婚後も自己目  
標を持つべき、は継続的に増加している。概して、男性の方が女性に比べて伝統的な家族のあ  
り方に対して肯定的な傾向が見られる。  

表4－4 結婚・家族に関する意識の構成比（第13回調査）  
【リi性】  【互 叶】         L′J t土 」  

一－浩工票千若荒工慧  
結婚・家族に関する考え方   

（か生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない  

②男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである   

③結婚前の男女でも愛情があるなら性交渉をもってかまわない   

④どんな社会においても、女らしさや男らしさはある程度必要だ   

⑤結婚しても、人生には結婚相手や家族とは別の自分だけの目標を持つべきである   

⑥結婚したら、家庭のためには自分の個性や生き方を半分犠牲にするのは当然だ   

⑦結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ   

⑧結婚したら、子どもは持つべきだ  

73．9  20．562．9  32．7  
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UU● U  37．1  

⑨少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たず家にいるのが望ましい 175．9  18．6  

⑩いったん結婚したら、性格の不＿致くらいで別れるべきではない  と69．。 25．3                                                                            リU■ U  L  
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標本数は①～⑳すべて男性3，139件、女性3，064件。④は第13回調査で新規に追加。  

図4－2 調査別にみた結婚・家族に関する意識  
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注：対象は18～34歳末婚乱「賛成」は「まったく賛成」と「どちらかといえば賛成」を合計した回答割合。「反対」についても同様   
図では、伝統的な考えについては「賛成」の割合、伝統的な考えを否定するものについては「反対」の割合をそれぞれ用いて、   
伝統的家族を支持する方向への回答割合が示されている。詳細な数値は付表6（巻末）参照。  
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全般に周りの人の鮭婚や子育てには肯定的   

親の夫婦関係、きょうだいや友人の結婚・子育てに対する見方は、男女でそれはど違っていない。父  

親がよく家事をしていたと答えた人は男女とも2割台で、6～7割の人が周囲やマスコミから結婚や出  

産・子育てについてたいへんそうだと聞いている。親や友人の夫婦関係・結婚に対しては、肯定的（うら  

やましい・幸せそう）に感じている人が約半数おり、そうでない人よりかなり多い結果となっている。  

表4－5 周囲の結婚や子育てに対する評価  

／よ  毒手   

i、父はよく家事をしていた   妄ト）芸忘 る てと    なあか いてと  ま ら   い      巨毒性 芦女性  24．6％  ‖  9．1％15．5  ‖ 57．5％  ．6％ 36．9   13．1％  4．8％    22．2  8．2  14．0  57．2  18．5   38．8   16．5  4．0   
E男性  49．7   15．2  34．4  37．6  21．2   16．3   ！7．6  5．2  

な夫婦関係をうらやましく思う   
女性  51．4   19．5  31．9  35．8  18．8   17．0   8．3  4．5   

女性  54．2   14．4  34．9  28．1  19．1  9．0  
巨人やきょうだいに、子どもを持っ  …男性  32．1   

、るまわりの友人をみると、幸せそう  男性  49．3  

u 17．1  5．5       15．7   38．5  25．9  18．5   7．4             12．1  20．0  46．2  ．25．4   20．8  
；多い   女性  34．0   12，9  21．1  46．7  25．9   20．8   －15．2  ∃4．1   

やマスコミから、結  男性  64．8   25．6  39．2  22．9  15．8  7．1   u 6．7  5．6   
＼んだと聞くことが多い  】女性   70．9   29，9  41．0  21．1  14．7  6．3   】3・7  4．4   

設問「あなたのご両親や友人などについて、おたずねします。下の①～⑤について、右の欄のあてはまる番号に○を  
つけてください。質問項目に該当する相手がいない（いなかった）場合は、5（該当しない）に○をつけてください。」  

注：対象は18～34歳未婚者。標本数は男性3，139、女性3，064。   

周りの人の結婚や子育てに肯定的な人は、結婚意欲がやや高 い  

周囲の結婚や子育てに対する評価によって、一年以内の結婚意思に違いがあるか否かをみると、男  

女とも両親や友人夫婦の関係を肯定的に感じている人の方が、「結婚したい」あるいは「理想的な相  

手が見つかれば結婚してもよい」と答えている人が多く、結婚意欲が高いことがわかる。   

図4－3 周囲の結婚や子育てに対する評価別にみた、一年以内の結婚意思（25－34歳）   
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①父親の誓票讐烈③霊宝誓警婚弓悪意、讐琵琶器  
注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた25～34歳未婚者。標本数は男性1．460、女性1．189。  
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付表1調査・年齢階級別にみた生涯の結婚意思の構成比  

設問「自分の－生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちのどちらですか。」  
1．いずれ結婚するつもり、2．－生結婚するつもりはない  

対象：18～34歳の未婚男女。参考として第10回調査以降について35～39歳の状況を示した。  

付表2 調査・年齢階級別にみた結婚に対する考え方（年齢志向・理想志向）の構成比  
【女  

年 齢   弓  

設問「同じく自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちどちらですか。」  
1．ある程度の年齢までには結婚するつもり、2．理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない  

対象：「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳の未婚男女。  



調査・年齢階級別にみた1年以内  の結婚意思の構成比  
【男 性】  【女 性】  

調 査  
理想の相手 ならしてもよ  年  齢  

第9匝岨！墾ヱ空し  
螢数亜旦二塁生還！  

18～】9歳  
20～24歳  
25～29歳  
30～34歳  
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胴
 
 

L
2
口
…
‖
L
6
¶
 
 

鮒．6   0．8  
67．4  1．7  
42．7  1．5  
Zl．5  1．9  

100．0 （531）  
100．0 （Ⅰ．59】）  
100．0 （791）  
100．0 （305）  

9  】．9  34．4   55．  
柑～19歳  
ZO～24歳  
25～29歳  
30～銅 ▼＿  

第13回調査（2005年）  

27．6  69．6  1．6  
22．5  70．8  l．6  
40．4  45．1  L8  

100．0 （507）  
100．0 （l，267）  
100．0 （888）  
100．0 （423）  

Z．8  19．9  
9．8   32．9  
18．4   5】．1  
18．4  64．1  

76．7  
56．0  】．3  
29．3  1．2  
16．】  1．4  58．2   25．  

l l l             】         】  l l l l                  】  
11     1        1         1            】  

l l l l l l ll                                                                                                                                                     l l l     暮   】       ll l  

設問「それでは今から一年以内の結婚に関してはどのようにお考えですか。」  
L一年以内に結婚したい，2．理想的な相手が見つかれば結婚してもよい，3．まだ結婚するつもりはない  

対象：「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳の未婚男女。  

付表4 調査・年齢階級別にみた未婚者の性経験の構成比  
【男 性】  

性経験あり  不 詳   

第9回  第10回  第11回  第12回  第13回  第9回  第10回  第11回卜第12回】第13回  第9回凍10回  第11回  第12回  第13回  

柑～19歳                           71．9％ 70．9 64．9 64．2  60．7      24．3％ 25．1 31．9 33．3  31．5    3．8％ 4．0  3．2  2．6  7．8   

20～24歳  43．0 42．5 35．8 34．2  33．6      52．7 54．8 60．0 60．1 57．5    4．2  2．7  4．2  5．6  9．0   

25～29歳  30．0 24．8 25．3 25．6  23．2      66．6 71．3  70．6 69．3  66．0    3．4  3．9  4．1 5．110．8   

30～34歳  27．1 22．7 23．4 23．4  24．3      喜68．3 72．3 71．3 7l．0 64．3    4．5  5．1 5．3  5．6 11．4   
総数（18～34歳）  43．は 41．5 35．7 35．3  31．9      】53．0％ 55．0 60．2 59．8 58．2    4．0％ 3．5  4．2  4．9  9．9   

参考（35～39歳）        － 70．1 70．4 69．4  64．8    － 3．5  3．5  5．9  8．7   

性経験あり  不 詳  

年 齢  】    性経験なし              第9回凍10回  第Il回  第12回l第13回  第9回  第10回  第11回  第12回  第13回  第9回  第10回  第11回  第12回  第13回   

18～19歳  81．0％ 77．3 68．3 62．9  62．5    17．4％ 20．7 28．2 32．3  31．8      1．6X l．9  3．5  4．7  5．7   

20～24歳  64．4 53．0 42．6 3臥3  36．3    31．9 42．0 52．0 55．7  54．2      3．7  5．1 5．4  6．0  9．5   

25～29歳  53．6 44．4 34．1 26．3  25．1    40．0 46．7 58．3 64．8  60．4      6．5  臥9  7．6  8．9 14．5   

30～34歳  44．4 40．9 28．8 26．6  26．7    3臥8 49．8 61．3 62．8  55．0      16．9  9．3  9．9 10．7 18．3   

総数（18～34歳）  65．3％ 56．3 43．5 37．3  36．3    30．2％ 38．3 50．5 55．4  52．l      4．5％ 5．4  6．1 7．3 11．7   

参考（35～39歳  － 41．3 30．9 2臥4  21．6    － 48．6  57．1 61．6  56．9      －10．112．110．8  21．6   

設問「あなたはこれまでに異性と性交渉をもったことがありますか。」1．ある、2．ない。ただし、第13回調査の設問の選択肢は、1．過  
去1年以内にある、2．過去1年以内にはないが、以前にはある、3．ない。対象は18～34歳の未婚男女（参考として35～39歳を掲  

付表5 調査別にみた就業の状況の構成比  
【男性】  

認提L」組L濫訂  

【女  性】  就業の状況  
（従業上の地位）   

正規の職員  

自営・家族従業等  

派遣・嘱託  
げ－トアル八■ィト  

無職・家事  

学生  

その他・不詳  

組農晶買  
63＿7％  62．7  

8．5    7．4  

2＿4    2．1  

3．2    2．7  

21．2   23．6  

6】．7   57．7   45．2   47．9  

3．7    5．8    5．5    5．6  

】．9    6．3  

Z．】  7．7   】0．9   10．5  

66．4％  65．6   66．1  54．4   44．5   40．g  

2．7    2．5  1．Ⅰ  2．3    2．5   1．6  

4．8   10．6  

3．7    3．9    4．5   14．1  16．3   13．5  

2．3    3．3    7．0    6．4    9．7    7．1  5．3    5．7    8．1   6．8  

28．7  2＝  23．3  20．516．0 19，7  21．g  20．4  は7  24．3  

1．5  ：Ⅰ，5  
仙－】－－ トニ  

1．2  1．2    3．0    5．1   2．3  

総数（18～34歳）  
（標本数）  

100．0％ 100．0  】00．0  100．0  100．O  100．O LlOO．0％ 100．0  100．0  100．O  100．0  100．0  
（2，732）（3，299）（4，215）（3．982）（3．897）（3，139）【（2．110）  2，605）（3，647）（3，612）（3，494）（3，064）   

■‾【‾【▼「  
t----- -  

対象：18～34歳の未婚男女。派遣・嘱託の区分は第12回調査以降で追加された。  
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付表6 調査別にみた結婚・家族に関する意識の構成比  
車二二軍二転ま  膏▼√軽丁一ル1▼■ 】 F一女′確う  

結婚・家族に関する意識  

①生涯を独身ですごすというのは、望ましい   
生き方ではない  

攣盛＿蜃卦＿蚕L  ‾ 
io扁てi海面再㌃扇「宮古二丁㌃㌃丁5干す‾う宮う－‾す6  

： 二二 ：：  
第11回（1997年）57．7  

芸ミ7冨：：；；…≡ミ一言…二5  

第12回（200昨）F71・6  

第Ⅰ3［射2005年）73．9  

30．3  5，7  4．3  11ill ニくり T  11  

2LO  7．460．3 33．6  6．1  ②男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである  

20．5  5．6  62．9  32．7  4．4  

第10回（1992年）㌔77・5  

喜怒チ票雷丁子訂「  

17．O  
lt．7  
1U、リ  

10∴き  

8．9  

72．6  23．4   4．0  

③結婚前の男女でも愛情があるなら性交渉を   
持ってかまわない  

82．1 i3．2  4．7   

84．4 11．5  4．1   

78．3 17．6  4．1  

昔十  ④どんな社会においても、女らしさ   
さはある程度必要だ  

、二 二二 ニー て  
（9結婚しても、人生には結婚相手や家族とは   

別の自分だけの目標をもつべきである  

…こil…三：…i喜二三  

第12回（2002年）  

第】3回（2085年）  ■
J
 
■
－
 
 

44．7  49．4  

45．9  47．7  

5l．8  40．4  

36．4  58．9  

32．6  62．3  

第10回（1992年）  

第11回（1997年）  

第12回（2002年）  

（釘結婚したら、家庭のためには自分の個性や   
生き方を半分犠牲にするのは当然だ  

言：；～…喜二号 ≡…二ま  第13回（2005年）56．7  37．5  
49．7  45．8  4

・
5
5
・
0
6
・
3
4
・
4
訴
5
・
2
6
・
8
4
・
9
訴
 
 

（訂結婚後は、夫は外で働き、要は家庭を守る   
べきだ  芸：；冨：去：言；…；！芸喜：…  三三二 17．8 51．8  

第13回（280  

77．9  
76．2  

71，5  23．3  

68．8  24．4  

68．9  26．2  

15．3   6．8  

15．6  8．3  

第11回（1997年）  

第12回（2002年）  

第13匝＝2005年）  

第10回（】992年）  

第1】回（1997年）  

第12回（2002年）  

第13回（2005年）  

⑧結婚したら、子どもは持つべきだ  

9 15．0  
87．5   7．0   5．5  

76．4 15．8  7，9  

75．9 18．6  5．5  

87．4  8．2  

⑨少なくとも子どもが小さいうちは  
仕事を持たず家にいるのが望ましい  77．1 16．7  6．2  

77．8 18．2  4．0  

67．7  26．4   5．9  

62．0  31．4  6．7  

66．4  25．7   7，9  

69．0  25．3  5．6  

57．4  37．8  4．8  

47．3  47．3   5．3  

52．8  40．4  6．8  

第】0回（】992年）  

第11匝＝1997年）  

1  
⑩いったん結婚したら、惟格の不一致く   

で別れるべきではない   

0  

第12回（20  

第13回（200  3  37．1  4．5  

設問「結婚、男女関係、家庭、子どもを持つことについてはいろいろな考え方がありますが、下に例として①～⑩のような  
考え方を示しました。それぞれについて、あなたご自身はどのようにお考えでしょうか。それぞれの右の欄のあてはまる番  
号に○をつけてください。」 1．まったく賛成，2．どちらかといえば賛成，3．どちらかといえば反対，4．まったく反対  
対象：18歳～34歳の未婚男女。標本数はそれぞれ、第10回男性4，215、女性3，647、第11回男性3，982、女性3，612、第  
12回男性3，897、女性3，494、第13回男性3，139、女性3，064。「賛成」は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」を合計し  
た回答割合。「反対」についても同様。  
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